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有澤浩道 著

大日本絵
画

HGのガンダ
ムをもっとう

まく作りたい
！



2



3

HGはラインナップが豊富でずらりと並べられるのがよいところですが、
合わせ目消しなどの工作が必要な箇所が多く、小サイズなので
塗装してうまく完成させるための工作難易度は1/100のMGより高めです。
本書ではそんなHGのガンダムを、もっとうまく作るための
テクニックとアイディアをまとめて詳しく解説していきます。

HGのガンダムをもっとカッコ良く
作るためのステップアップアイディア集

HGのガンダ
ムをもっとう

まく作りたい
！

ⓒ創通・サンライズ
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 	 MSZ-006 Z GUNDAM
1/144 HGUC

MSZ-010  ZZGUNDAM
1/144 HGUC

RX-93   GUNDAM
1/144 HGUC

RX-78 GP-02A
1/144 HGUC

1/144 HGUC
 F91 GUNDAMU F91

LM314V23/24 V2 ASSAULT BUSTER GUNDAM

ν
プラ材や市販素材をうまく使って
作り込むHGガンダム改造講座

STEP2P032

思いどおりのカタチに作り変える
HGガンプラ プロポーション改造講座

STEP3P058

ガンダムをウェザリングで魅せる!!
“リアル”なHGガンプラの作り方

STEP4P082

U.C.0100以降な15m級小型ガンダムを
ＨＧでバッチリ作るためのコツとポイント

STEP5P108

出来がよいHGのガンダムをストレートに
カッコよく塗って作るためのポイント

STEP1P006
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 F91 GUNDAMU F91
LM314V23/24 V2 ASSAULT BUSTER GUNDAM

　

ス
ト
レ
ー
ト
組
み
で
キ
レ
イ
に
完
成

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
改
造

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
Ｈ
Ｇ
は
小
サ
イ

ズ
で
パ
ー
ツ
点
数
も
限
ら
れ
る
仕
様
な

の
で
、
デ
ィ
テ
ー
ル
が
省
略
さ
れ
て
い

た
り
、
パ
ー
ツ
成
型
の
都
合
で
形
状
が

変
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
適
し
た
シ
リ

ー
ズ
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ィ
テ
ー
ル
が

控
え
め
の
ア
レ
ン
ジ
に
な
っ
て
い
る
場

合
も
多
い
の
で
、
少
し
手
を
入
れ
て
改

造
す
る
だ
け
で
も
、
キ
ッ
ト
の
ま
ま
の

状
態
よ
り
ぐ
っ
と
見
映
え
が
す
る
完
成

品
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ガ
ン
プ
ラ
の
改
造
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
り
、
工
作
の
難
易
度

も
ピ
ン
キ
リ
で
す
の
で
、
ま
ず
は
工
作

し
や
す
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
（
プ
ラ
材
）

や
市
販
パ
ー
ツ
を
使
っ
た
改
造
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
プ
ラ
材
で
あ
れ
ば
、
キ

ッ
ト
パ
ー
ツ
と
同
じ
感
覚
で
切
削
や
接

着
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

改
造
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
で
き

る
だ
け
キ
ッ
ト
パ
ー
ツ
を
活
か
す
こ
と

で
す
。
キ
ッ
ト
パ
ー
ツ
の
形
を
う
ま
く

活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
工
作
難
易
度

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
対
称

や
デ
ィ
テ
ー
ル
の
精
度
が
保
た
れ
た
キ

レ
イ
な
完
成
品
に
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

で
は
、
キ
ッ
ト
の
パ
ー
ツ
形
状
を
活
か

し
た
改
造
を
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
？　

ス
テ
ッ
プ
２
で
は
、
Ｈ
Ｇ

Ｚ
Ｚ
ガ
ン
ダ
ム
を
題
材
に
、
詳
し
く
解

説
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、
パ
テ
を
使
っ
た

さ
ら
に
高
度
な
ガ
ン
プ
ラ
改
造
工
作
法

を
解
説
し
て
き
ま
す
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
の
延
長
／
短
縮
や
関
節
位

置
の
調
整
、
デ
ィ
テ
ー
ル
の
追
加
だ
け

で
は
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
は
、

曲
面
形
状
に
手
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
活
躍
す
る
の
が

パ
テ
で
す
。
パ
テ
を
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
る
と
、
曲
面
部
分
を
自
由
に
改

修
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
ガ

ン
プ
ラ
を
も
っ
と
思
い
ど
お
り
の
形
に

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

題
材
に
す
る
の
は
Ｈ
Ｇ 

ν
ガ
ン
ダ
ム
。

と
く
に
曲
面
主
体
で
構
成
さ
れ
た
機
体

の
改
造
で
は
、
パ
テ
を
使
え
る
と
表
現

の
幅
が
大
き
く
拡
が
っ
て
き
ま
す
。

　

パ
テ
を
使
っ
た
工
作
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
隙
間
埋
め
か
ら
フ
ル
ス
ク
ラ
ッ
チ

ビ
ル
ド
ま
で
非
常
に
幅
が
あ
り
、
い
き

な
り
塊
か
ら
思
い
ど
お
り
の
形
状
を
削

り
出
す
よ
う
な
加
工
は
と
て
も
難
易
度

が
高
い
で
す
。
パ
テ
を
使
っ
た
改
造
と

い
う
と
、
そ
う
い
う
工
作
を
想
像
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ガ
ン
プ
ラ
を

改
造
す
る
場
合
は
、
元
の
パ
ー
ツ
を
ガ

イ
ド
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
も

な
い
と
こ
ろ
か
ら
削
り
出
す
の
と
、
パ

ー
ツ
の
ガ
イ
ド
が
あ
る
状
態
で
パ
テ
を

使
う
の
と
で
は
ま
っ
た
く
難
易
度
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
材
を

使
っ
た
改
造
と
同
様
に
、
キ
ッ
ト
パ
ー

ツ
を
上
手
に
使
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
の
ガ
ン
プ
ラ
は
、
ウ
ェ
ザ
リ
ン

グ
を
施
さ
な
い
で
キ
レ
イ
に
仕
上
げ
る

の
が
主
流
。
食
わ
ず
嫌
い
の
ガ
ン
プ
ラ

モ
デ
ラ
ー
諸
氏
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
自
分
だ
け
の
「
リ
ア
ル
」
で
カ

ッ
コ
い
い
完
成
品
を
作
り
た
い
な
ら
、

じ
つ
は
、
ウ
ェ
ザ
リ
ン
グ
は
手
っ
取
り

早
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

　

汚
れ
や
バ
ト
ル
ダ
メ
ー
ジ
に
は
い
ろ

い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
重
な

っ
て
い
く
こ
と
で
リ
ア
ル
な
雰
囲
気
に

な
り
ま
す
。
剥
げ
、
擦
れ
、
泥
汚
れ
、

た
ま
っ
た
ホ
コ
リ
、
弾
痕
、
ビ
ー
ム
兵

器
に
よ
る
溶
融
な
ど
を
再
現
す
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
マ

テ
リ
ア
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら

を
き
ち
ん
と
整
理
し
て
使
い
分
け
つ
つ

重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
ガ
ン
プ
ラ
の
ウ
ェ
ザ

リ
ン
グ
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
や
た
ら

と
汚
す
と
む
し
ろ
カ
ッ
コ
悪
く
な
っ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
く
に
ガ
ン
ダ
ム
系
機
体
の
場
合
は
、

無
闇
に
派
手
に
汚
し
た
り
バ
ト
ル
ダ
メ

ー
ジ
を
入
れ
て
し
ま
う
と
イ
メ
ー
ジ
を

損
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ウ
ェ
ザ
リ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
整
理
し

て
マ
ス
タ
ー
し
た
う
え
で
、
ポ
イ
ン
ト

を
選
ん
で
適
度
に
汚
し
て
い
く
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
、
Ｈ
Ｇ
の
場
合
は
ウ
ェ

ザ
リ
ン
グ
が
オ
ー
バ
ー
ス
ケ
ー
ル
に
見

え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
３
で
は
そ
の
あ
た
り
の
コ
ツ

も
解
説
し
て
い
き
ま
す
。　

　

Ｈ
Ｇ
で
は
、
Ｕ
Ｃ
０
１
０
０
以
降
に

登
場
す
る
15
ｍ
級
の
小
型
な
機
体
が
近

年
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
91
や
Ｖ
２
ガ
ン
ダ
ム
と
い
っ
た
15

ｍ
級
機
体
は
、
１
／
１
４
４
の
Ｈ
Ｇ
だ

と
か
な
り
小
さ
な
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
Ｈ
Ｇ
は
１
／
１
０
０
と
比
べ

る
と
小
さ
い
た
め
に
塗
装
や
工
作
の
粗

が
目
立
ち
や
す
い
で
す
が
、
な
か
で
も

小
さ
い
15
ｍ
級
Ｍ
Ｓ
は
さ
ら
に
そ
の
傾

向
が
強
ま
り
ま
す
。
Ｍ
Ｇ
や
大
き
め
の

機
体
の
Ｈ
Ｇ
を
作
っ
て
い
る
と
き
と
同

じ
感
覚
で
製
作
す
る
と
、
完
成
後
に
「
な

ん
だ
か
う
ま
く
作
れ
な
か
っ
た
」
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
デ
ィ
テ
ー

ル
工
作
、
表
面
処
理
や
質
感
表
現
、
塗

装
を
さ
ら
に
も
う
一
段
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
す
る
の
が
い
ち
ば
ん
。
ス
テ
ッ
プ

５
で
は
小
サ
イ
ズ
な
ガ
ン
ダ
ム
を
作
る

と
き
に
と
く
に
気
を
つ
け
た
い
工
作
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
15
ｍ
級
機
体
を
作
る
と
き
に

悩
ま
し
い
の
が
、
市
販
パ
ー
ツ
の
多
く

が
15
ｍ
級
Ｍ
Ｓ
を
想
定
し
て
い
な
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
と
く
に
ハ
ン
ド
パ
ー
ツ

は
ち
ょ
う
ど
よ
い
サ
イ
ズ
の
市
販
パ
ー

ツ
が
な
く
て
改
造
す
る
と
き
に
困
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
販
さ
れ
て
い
る
ハ
ン

ド
パ
ー
ツ
を
さ
ら
に
加
工
し
て
15
ｍ
級

機
体
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
小
柄
に
す

る
方
法
も
紹
介
。
ハ
ン
ド
パ
ー
ツ
改
造

の
効
果
は
大
き
い
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
と
り
あ
え
ず
ガ
ン
プ
ラ
に
色
を
塗
っ

て
完
成
さ
せ
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、

あ
ま
り
キ
レ
イ
に
仕
上
が
ら
な
か
っ
た

…
…
」
と
い
う
ビ
ギ
ナ
ー
な
ア
ナ
タ
に

ま
ず
読
ん
で
実
践
し
て
み
て
い
た
だ
き

た
い
の
が
、
こ
の
ス
テ
ッ
プ
１
で
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
１
で
は
、
Ｈ
Ｇ
ゼ
ー
タ
ガ

ン
ダ
ム
を
ほ
ぼ
ス
ト
レ
ー
ト
に
製
作
し

て
い
く
な
か
で
、「
よ
り
キ
レ
イ
に
パ
ー

ツ
を
整
形
す
る
コ
ツ
」「
確
実
に
キ
レ
イ

に
で
き
る
ス
ジ
彫
り
テ
ク
ニ
ッ
ク
」「
工

具
類
の
使
い
方
」
な
ど
、
基
本
的
な
工

作
／
塗
装
法
の
ポ
イ
ン
ト
や
コ
ツ
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
Ｈ
Ｇ
ゼ
ー
タ
ガ
ン
ダ

ム
の
作
例
で
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｉ
ク
レ
オ
ス
の

「
ガ
ン
ダ
ム
マ
ー
カ
ー
エ
ア
ブ
ラ
シ
シ
ス

テ
ム
」
を
実
際
に
使
い
、
そ
の
特
徴
や

使
い
方
も
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

マ
ー
カ
ー
を
エ
ア
ブ
ラ
シ
的
に
使
う

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
い
わ
ゆ
る
シ
ン
ナ

ー
臭
な
し
に
手
軽
に
ガ
ン
プ
ラ
塗
装
が

で
き
る
画
期
的
な
も
の
で
す
。「
本
格
的

な
塗
装
仕
上
げ
は
用
具
を
揃
え
る
の
が

大
変
そ
う
」
と
尻
込
み
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
ビ
ギ
ナ
ー
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、「
普

通
の
エ
ア
ブ
ラ
シ
シ
ス
テ
ム
は
使
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
作
業
効
率
を
上
げ
る
た

め
に
使
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
よ
う
な

中
級
者
以
上
の
方
に
と
っ
て
も
優
れ
た

塗
装
用
具
で
す
。
特
徴
や
使
用
法
の
コ

ツ
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
う
ま
く

活
用
し
て
ガ
ン
プ
ラ
製
作
に
役
立
て
て

み
て
く
だ
さ
い
。
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HGUCのガンダムをもっとカッコよくキレイに作れるようになる
ためのステップ１、まずは大きな改造はせずキットをキレイにビ
シッと仕上げるためのテクニックをマスターしてみましょう。題
材とするのはリニューアルされディテールやギミックに磨きが掛
かったNo.203のゼータガンダム。ストレートに組んでもカッコ
良く仕上がりますので、HGのガンダム製作入門用としてもうって
つけの秀作ガンプラです。また、今回はもっと手軽に塗装仕上げ
で完成させるための提案としてガンダムマーカーエアブラシシス
テムを使った仕上げもご紹介。基本をきっちりマスターすればこ
んなカッコいいゼータガンダムができあがります。

MSZ-006 ゼータガンダム（No.203）
BANDAI SPIRITS　1/144　HGシリーズ
インジェクションプラスチックキット
発売中　税込1980円
製作／有澤浩道

MSZ-006 Z GUNDAM
1/144 HGUC

STEP1
"What to do to make better?"

How to build GUNPLA
Methods described in five steps. 

出来がよいHGのガンダムをストレートに
カッコよく塗って作るためのポイント



88

×
◀シールドは合わせ目消しをし
ます。一般的には合わせ目消し
には瞬間接着剤を使うのが便利
ですが、今回はサーフェイサー
を拭かずに仕上げるので、瞬間
カラーパテのマゼンタを使うこ
とにします。ガイアノーツの瞬
間カラーパテは各色から選んで
使え、瞬間接着剤に近い使用感
が便利なマテリアルです

◀少し残したゲートをオルファ
のアートナイフ プロでギリギ
リまでカットします。曲線刃を
使うのは、削りたいところだけ
に刃があてやすく周囲に傷をつ
けにくいからです。ナイフで削
ったあとは、ゲート部分の出っ
張りが完全になくなるように棒
ヤスリと紙ヤスリをあてますが、
削り過ぎると一箇所だけ平らに
なったり凹んだりしてしまいま
すので、棒ヤスリは軽くあてる
程度でやめておきます

◀２回目に切ったあとにこれく
らいゲート跡が残るようにして
おきます。こうすればパーツ側
がえぐれることはありません

◀くさび形ゲートの斜めの面で
はない面に刃をあてて切ります。
注意したいのは、パーツに対す
る向きではなく、ゲート形状に
対する向きだというところ。切
る前にゲート形状を見て確認す
るクセをつけるとよいです

「初心者向け」なイメージがあるHGですが、合わせ
目消しが多かったり、小スケールで粗が目立ちやすい
ぶん同じレベルの塗装仕上げできれいに仕上げようと
するとMGより難易度が高かったりします。そこで、
まずは基本工作のセオリーをおさらいしていきましょ
う。知ってるつもりになっている工作がうまくできる
ようになるポイントを解説していきます。

STEP1MSZ-006 Z GUNDAM
1/144 HGUC

ストレート組みを
ステップアップさせる

基本工作と塗装のポイント

◀1/144 HG ゼータガンダム
（No.203）（発売中 1980円）。
“GUNPLA EVOLUTION PRO
JECTT”の第一弾として完全新
規設計され、差し替え変形と広
い可動域の両立を実現している。
グレネード・ランチャーギミッ
クを再現し、ハイパー・メガ・
ランチャーも付属する

CUT/GLUE

まずは基本的なパーツの切り
出し方、ゲート跡の整形処理
法のポイントのおさらいです。
HGでは、なんとなく切って
なんとなくヤスっていると粗
ばかりが目立ちますので、初
心に返って要点をチェック！

切り出し〜合わせ目消しの基礎
Phase;001

　「HGはパーツ数が少ないので組みやすくて簡単」、というのはパチ組み
のときの話。合わせ目を消して塗装仕上げをしようとすると、HGはMGよ
り難易度が高めです。近年のMGは、合わせ目を消さないといけないとこ
ろがほぼ表面に出ないようにパーツ分割されていますが、パーツ数の制約
がより厳しいHGでは、合わせ目が目立つ箇所にある場合が多く、ゲート
跡も1/100のMGより目立ちます。ですので、HGをビシッと完成させるた
めには、ゲート跡の整形処理や合わせ目消しの工作をきちんと行なうこと
がとても重要。なんとなく手クセで無造作にやっているこれらの工作を見
直すことで、完成品の見替えは確実にアップします。「切ってヤスればい
いんでしょ」と言わず、基本を改めて確認してみてください。

1/144のHGこそ
基本工作が
完成度を左右する

◀近年のガンプラによく見られ
るくさび形のゲートは刃を入れ
る方向に注意します。なんとな
くくさび形の傾斜面に合わせて
写真のように刃を入れたくなり
ますが、この方向から切ると、
刃が滑ってパーツ直近で切って
しまいパーツがえぐれやすいの
で注意しましょう

◀いきなりパーツの直近でゲー
トを切るとゲート周辺がえぐれ
ることがあるので、いったんパ
ーツから離れた位置でカットし
ます。プラスチック用薄刃ニッ
パーを使いましょう
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◀瞬間カラーパテが固まらない
うちに手早くパーツを合わせ、
パテがはみ出すようにぎゅっと
合わせて密着させます

◀瞬間カラーパテを接着面に塗
ります。接着だけでなく合わせ
目の隙間消しをしますので、適
量はみ出すように少し多めに塗
りつけておくようにします

◀まず、パテを塗る反対側のパ
ーツに硬化を促進する瞬間接着
剤用プライマーを塗っておきま
す。瞬間接着剤用プライマーは
いったん揮発させて、表面のツ
ヤがなくなってから接着作業を
するようにします

面とエッジがきれいに出ました
▲きれいに合わせ目の凹みが消え、面とエッジもシャープに出せました。ポイントは、
粗めのヤスリでヤスリ過ぎないように整形すること。こまかめの目のヤスリでたく
さんヤスってしまうとエッジや面を丸めてしまいやすくなります。カラーパテを使
ったので、合わせ目部と成型色との差が目立たずに接着できました

◀消えてしまったスジ彫りを目
立てヤスリで復活させます。筒
状パーツの外周に直線状のスジ
彫りを彫るときは目立てヤスリ
が使いやすいです。平面部のス
ジ彫りを彫り直す場合はライン
チゼルやタガネが便利です

◀＃320の紙ヤスリに板をあ
てたもので表面を整えていきま
す。のちほど溶きパテを塗って
整えるので＃320だけで終え
ておきます。＃320はよく削
れますので、削りすぎには注意

◀板ヤスリで荒削りをします。
板ヤスリは手前から奥に動かし
押す際に軽く力をいれるように
動かすとブレが抑えられます。
金属製板ヤスリはよく削れます
ので、削りすぎないよう、ちょ
うど平らになるかならないかく
らいで止めておきます

◀瞬間カラーパテが硬化するま
で数分待ち、硬化したらアート
ナイフではみ出した部分をおお
まかに削り取ります。削りすぎ
るとまたパテを盛らないといけ
なくなるので注意しましょう

　スナップフィットのガンプラは、ダボのハメ合わせでパーツ同
士を保持します。大きめのダボには大きい力がかかりますので、
いったんハメると外せなくなったり、塗装時に溶剤が染み込むこ
とで割れることがあります。パーツを整形する段階で大きめのダ
ボには手を入れておくようにしましょう。

仮組みや完成後の割れ予防のために
とくに大きなハメ合わせのダボに手を入れておく

▲工作箇所のチェックやバランスの
確認のために、できれば仮組みをす
るのがおすすめ。仮組み後にパーツ
が外せなくならないように、固めの
ハメ合わせは調整しておきます
◀ダボのハメ合わせの調整にはいろ
いろなやり方がありますが、大きめ
の筒状のダボ受けはニッパーで切れ
目を入れておく方法が簡単かつ効果
的。棒状のダボ側を斜めに切ってお
く方法もあります
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▲狭い斜めの面にもひとつずつヤスリをあてて整形していくことで、このようにキ
レイに合わせ目が消せました。ヤスリが面に対して斜めにあたっていると面形状が
崩れてエッジのラインが不揃いになりますので、ひとつの面ごとにていねいな作業
を心がけましょう。狭い面は、削りすぎにとくに注意が必要です

◀このようにキレイな面になり
ました。ディテールを復活させ
たい場合は、ここから彫ったり
市販パーツを使うなどして加工
するとキレイに仕上げやすくな
ります。気にならない場合はこ
のまま進めてもよいでしょう。
とくに小スケールのHGでは、
ディテールを残すために表面が
汚く凸凹しているよりは、いっ
そディテールを捨てて面をきれ
いに出したほうが見映えがよく
なることが多々あります

◀#320の紙ヤスリをかけて表
面を整えます

◀ディテールを残したまま部分
的に整形しようとすると、手間
がかかってキレイに仕上がらな
いので、全面をヤスってしまい
ます。まず板ヤスリを面全体に
軽くかけて段差を消します

◀腕につくグレネードのカート
リッジのパーツは、側面にゲー
ト跡やパーティングラインがあ
ります。このままだと結構目立
ちますのでキレイに整形します

◀凹んでいる面は、面の形状に
合わせたヤスリで個別に整えて
いきます。ここで使っているの
はスジボリ堂のテーパーダイヤ
モンドヤスリ。これは、根元は
厚く先端は薄くなっているので、
力をかけてヤスったときにしな
りにくく面をキレイに出しやす
いヤスリで、ダイヤモンド刃な
のでヤスリ目がでにくいのもポ
イント。こういったせまい面を
精度を出してヤスりたいときに
重宝する工具です

◀合わせ目はカラーパテを使い、
シールドのところと同様の手順
で行ないますが、凸凹している
ところの合わせ目は一気に整形
できません。まずは出っ張って
いる側の面を板ヤスリと#320
の紙ヤスリで整形します

◀筒状の部分のパーティングラ
インは、セラミック製ナイフ（セ
ラカンナなど）の刃でカンナが
けをして整形します。セラミッ
ク刃は切れ味がよすぎないのが
ポイントで、刃先がパーツに刺
さりにくく、削れすぎないので、
表面を滑らかに削りやすいです。
アートナイフの刃でカンナがけ
をすると表面が凸凹しやすいで
すが、セラミック刃なら滑らか
に削れるので、その後の表面処
理が楽になります

◀ビーム・メガ・ランチャーは
左右分割なので合わせ目をキレ
イに整形処理してみましょう

SURFACE

HGでは、パーツ数の制約が
あるため思い切りよくパーツ
が真っぷたつに分割されてい
るところが結構あり、その代
表が武器パーツ。左右分割の
ところが多く、合わせ目消し
が結構難しいです。

こんなところの整形は？
Phase;002

　近年のMGの武器は、パーツ分割を多くすることにより合わせ目がほと
んど目立たないような構成になっていることが多いですが、HGではほと
んどの場合武器は左右に真っぷたつに分割されています。また、分割はさ
れていなくても、パーティングラインがわりと目立つところにあることも
多いので、塗装して仕上げるならばそれらをきちんと整形処理しておくよ
うにしましょう。とくにライフルなど長物系武器の合わせ目消しは、凸凹
したところをキレイにヤスって整形する必要があるので、なかなか難易度
が高い場合が多いです。こういうところは、手順をよく考え工具をきちん
と選ぶことで、キレイに整形できるようになります。

HGの武器に
よくある凸凹部の
合わせ目消し
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P O I N T !
最低限必要な刃物／ヤスリ系工具をチェック！
ついでにプロモデラーの工作環境を覗いてみよう

6上からスジボリ堂のテーパーダイヤモンドヤスリ 幅5㎜ 240番／ 400番、柄
沢ヤスリ 誉P5 中目、株式会社ミネシマ クラフトヤスリ油目 平／三角。テーパー
ダイヤモンドヤスリは先端に向かってテーパーがついていることで、先端は薄くて
もしなりにくいように工夫されていて、狭い隙間のところのヤスリがけに便利です。
せまいところは仕上げの整形作業もしにくいので、ダイヤモンド刃にすることでヤ
スリ目がでにくいようになっているのもよいところ。誉P5は合わせ目消しの工作
やパーツの加工などに使用。もっともよく使う板ヤスリです。金属製板ヤスリなが
らパーツ表面に深い傷が残りにくくキレイに仕上げることができます。また、目詰
まりしにくく歯ブラシで軽く擦るだけで削り粉が落とせるのもポイント。このほか
に細目と荒目も所持してますがガンプラの組み立てなら基本的には中目だけでこと
足ります。エポキシパテをガシガシ削りたいときは粗目を使っています。ミネシマ
のクラフトヤスリは比較的安価ながら切削性がよく細部の仕上げに便利です

　うまく工作するには、まず使いやすく性能がよい工具を選ぶ
のが重要です。とくに刃物系の工具は、切削したい場所や目標
とする形状によってきちんと使い分けていくようにします。
　ガンプラの工作でもっともよく使うのは紙ヤスリですが、番
手は#240〜#500があれば大抵こと足りるでしょう。ポイン
トはなにをあてるかで、あてるものの硬さや形状によってどう
削れるかが変わりますのでこだわって使い分けましょう。

1コバックス製の耐水性紙ヤスリ各種。HiQパーツ
のリタックスティックに貼り付けて使用します。
リタックスティックは長めなので、取り回しやす
いようにサンダーで半分にカットしています。右
端は細部を仕上げるために、カットしたプラ板や
プラ角棒に紙ヤスリを貼ったものです
2サーフェイサーなどの塗面を磨くのに使うGSI
クレオスのMr.ラプロス。#6000、#8000の細
切りを消しゴムにホチキスでとめて使用します
3ゴッドハンドの神ヤス！。紙ヤスリに固めのス
ポンジがついているので、曲面のところでも一定

の圧力でキレイに磨きやすいです
4上からオルファのデザインナイフ、アートナイ
フ、タミヤのデザインナイフ、無印良品のカッター。
デザインナイフは細部の工作やデカール／テープ
類のカットに、アートナイフはパーツ工作、カッ
ターはプラ板工作に主に使っています。アートナ
イフは狙ったところだけが削りやすい曲刃を愛用
5プラスチックの加工にはゴッドハンドのアルテ
ィメットニッパー、タミヤの薄刃ニッパー、精密
ニッパーを使い分けています。このほか金属には
金属用のニッパーを使っています

7カンナがけでのパーティン
グラインの整形やエッジの角
を落とす面取り工作にはセラ
ミック刃を使います。切れ味
が鈍いのでキレイな表面に削
ることができます

8上からタミヤのクラフトツールシリーズ No.102 
精密ピンセット （逆作動・ツル首タイプ）、精密ピン
セット (ツル首タイプ) 、精密ピンセット (ストレー
トタイプ) 、クラフトツールシリーズ 精密ピンセット
(先丸・ストレートタイプ) 、東急ハンズで購入した
樹脂性ピンセット。普段よく使うのは真ん中の３本で、
とくにストレートタイプを使用することが多いです。
先端が丸く平たいタイプは面圧が分散するので、塗装
済みの小パーツの保持に便利。逆動作タイプはあまり
使いませんが、場合によりパーツを保持するときに便
利です。黒い樹脂製ピンセットは、ネオジム磁石を使
うときにくっつかないように使います
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◀面が平らに整うとこのように
すべてツヤ消しになりますので、
こうなったところでヤスるのを
やめます。ヒケが大きい場合に
削るだけでヒケをなくそうとす
るとパーツ形状を損なってしま
う場合があるので、少しヤスっ
てみて無理そうな場合は、パテ

（瞬間接着剤）を凹部に盛って
整形するようにしましょう

◀軽くヤスってぬぐうとこのよ
うになり、面の状態が確認しや
すくなります。ヤスられてツヤ
消しになっているところが出っ
張っているところで、元の表面
が残り光って見えるところが凹
んだ箇所になります。この凹ん
だ箇所がなくなるようにヤスっ
ていくようにします

◀まず#320の紙ヤスリを軽く
あててようすを見ます。なお、
ヤスるときは耐水性の紙ヤスリ
を使いましょう。水研ぎすると
目詰まりがしにくく、パーツに
ヤスリ目（ヤスリ傷）もつきに
くくなります。ヤスったあとは
ペースト状の削り粉がでますの
で、ヤスるごとにウェスやキム
ワイプなどでぬぐいます。普通
のティッシュペーパーは粉だら
けになるので使いません

◀プラスチックパーツ表面のヒ
ケはプラスチックの収縮による
もの。全てのパーツは大なり小
なりヒケていますが、大きいパ
ーツや厚いところはヒケが大き
く目立ちやすいです。光を反射
させながら見て確認しましょう

◀傷や凹みがない場合は、この
あと#500〜#600の神ヤス！
で軽くヤスって表面処理を終え
ます。塗装前の段階での#800
以上の番手でのヤスリがけは、
エッジを丸めてしまったり塗料
が剥がれやすくなったりするだ
けなので行ないません

◀#400の神ヤス！で、スジ彫
り時のケバを取りつつ表面を整
えます。神ヤス！は、固めのス
ポンジがついた紙ヤスリで、曲
面部でも均一な力できれいにヤ
スれるので、ゆるい曲面部が多
いガンプラパーツの整形では重
宝するスグレモノ工具です

◀0.15㎜のMr.ラインチゼル
で彫り直したところ。Mr.ライ
ンチゼルは各種刃幅が選べます
ので、彫りたいスジ彫りに合わ
せて刃先を選びます

◀近年のガンプラのスジ彫りは
細くてきれいなものが多いので、
パチ組みならそのままでもよい
のですが、塗装する場合は塗料
がのったときにもシャープに見
えるように深めに彫っておきま
す。もとからパーツにあるスジ
彫 り を 深 く 整 え る 場 合 は、
Mr.ラインチゼルが使いやすい
でしょう。刃先を溝に入れて軽
く引くだけで簡単に深く彫り直
せます

◀こういうところは、幅が狭い
板状のヤスリ（あるいは幅が狭
い板をあてた紙ヤスリ）で整形
します。写真は武器の整形のと
ころでも使ったテーパーダイヤ
モンドヤスリで、このあと短冊
状に切ったプラ版をあてた紙ヤ
スリで表面をさらに整えます

◀凹んだ狭い面にヒケがある場
合は、通常の紙ヤスリ+あて板
だとヤスリが届きません

SURFACE

自分で作って塗ると、雑誌に
掲載されているような作例の
ようにキレイに仕上がらない
という方は、パーツの表面処
理を見直してみましょう。き
ちんと表面処理された完成品
は見映えが格段に違います！

1/144は表面処理が命！
Phase;003

　プラスチックで成型されたガンプラのパーツの表面には多少なりともヒ
ケがあります。近年は、よりヒケが目立ちにくい設計や成型技術が進歩し
て、一見して目立たないようになってきていますが、一見目立たないとい
うのがじつは曲者。目立たないからといってそのままにするのと、そこを
きちんと整形処理した完成品では全体の佇まいの印象が大きく変わってき
ます。プロモデラーの作品がカッコいいのは、的確な改造工作のせいもあ
りますが、多くの場合はきちんとした表面処理がされていることも見逃せ
ません。表面処理のポイントはヒケとスジ彫りにありますので、パーツご
とにきちんと手をかけることで完成品をランクアップさせましょう。

プロの作品が
ひと味違うのは
表面処理の賜
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P O I N T !
後ハメ工作をして塗装を楽に、きれいに仕上げよう

　ガンプラで言う「挟み込み」とは、パーツを
挟んで合わせたところに合わせ目消しが必要
になる箇所のこと。合わせ目を消すためには先
にパーツ挟み込まないといけませんが、ほとん
どの場合は可動箇所なので、挟み込んでしまう
と塗装がしにくくなります。そこでよく行なわ
れるのが「後ハメ」工作。パーツを加工するこ
とで、先に挟み込んでしまわなくてもあとでハ
メられるようにする加工です。
　後ハメ工作は、ダボを削るなどしてハメ外し
ができるようにするのが一般的ですが、HGゼ
ータガンダムのバインダーは２重の挟み込み
で、ダボ加工では後ハメにできません。こうい
うところは、パーツの分割を変えるなどひと工
夫して後ハメにしてみましょう。

1キットパーツはこのような分割なので、部分的に分割を増
やして後ハメできるようにしてみます
23パネルラインに沿って分割を増やします。ナイフで軽く
なぞってから、エナメル系うすめ液を少量流し込みます
4軽く力を入れるとこのように割れます。うすめ液を流しす
ぎるとほかのところも割れるので該当箇所だけに流します
56割ったところを整形すればこのとおり分割できました。
これで塗装後に引き出し部分をハメられるようになります

◀#500の紙ヤスリで水研ぎし
ます。ときどきウェスなどで拭
って表面のようすを見ながら作
業を進めましょう

◀下側半分が処理済みのところ。
溶きパテでの整形作業は、パテ
で凹みを埋める、というよりは、
凹んだ部分を目視しやすいよう
にパテを使う感じです。凹んで
いるところにパテが残りますの
でそこをヤスっていくようにし、
最終的にはパテが残らなくなっ
てしまってかまいません

◀ラッカー系パテは溶剤が揮発
して硬化するので硬化に時間が
かかります。１日程度はおくよ
うにして、しっかり硬化させて
からヤスりがけに移りましょう

◀傷や小さい凹みがあるところ
や、パーツを接着して合わせ目
を消したところは、ラッカー系
の溶きパテを使ってさらに表面
を整えておきましょう。まずは
ラッカー系うすめ液で溶いたラ
ッカー系パテを該当箇所だけに
筆で薄く塗ります。厚塗りする
となかなか固まらないうえ、あ
とでヒケます。厚めに塗りたい
ときは、薄く塗って乾かしてま
た塗り重ねるようにします

整形のときに、挟み込みと
可動箇所のクリアランスをチェックしておこう

●HGは挟み込み可動のところがよくありま
す。挟み込みのところを接着するときには、
挟み込むパーツを入れ忘れないように注意
しましょう。また、可動部は塗装して仕上
げると動かしたときにパーツ同士があたっ
て塗膜が剥がれやすい部分です。パーツ整
形時に仮組みをしてクリアランスをチェッ
クしておくようにし、隙間がギリギリの場
合は、削ってクリアランスを確保しておき
ます。塗膜は薄く塗っても0.5㎜程度の厚さ
にはなりますので要注意です！
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